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地域コミュニティ継続計画 

地域コミュニティ継続計画   
  
１１趣趣旨旨（（目目的的））  
      大大規規模模災災害害ににおおけけるる、、県県やや市市のの行行政政単単位位ででのの対対応応をを定定めめたた地地域域防防災災計計画画でではは、、災災害害
対対策策本本部部のの設設置置やや運運営営、、通通信信手手段段のの確確保保、、被被害害情情報報のの収収集集やや伝伝達達、、広広域域的的なな応応援援のの受受

けけ入入れれにに始始ままりり、、公公共共イインンフフララ被被害害のの応応急急処処理理やや被被害害調調査査、、罹罹災災証証明明のの発発行行ななどど、、そそ

れれぞぞれれのの行行政政組組織織がが迅迅速速にに実実施施すすべべきき対対応応ににつついいてて定定めめてておおりりまますす。。  
        一一方方、、地地域域ココミミュュニニテティィににおおいいててはは、、ままずず避避難難体体制制のの確確立立をを行行なないい、、地地域域住住民民のの
安安否否確確認認やや避避難難支支援援、、避避難難所所ででのの運運営営やや応応急急対対策策、、市市のの災災害害対対策策本本部部へへのの情情報報伝伝達達なな

どどににつついいてて、、平平時時かからら検検討討しし、、情情報報共共有有すするるここととがが重重要要ととななりり、、そそのの検検討討結結果果をを基基にに

ししたた訓訓練練をを通通じじてて、、発発災災直直後後かかららススムムーーズズにに対対応応策策をを開開始始すするるここととがが期期待待さされれまますす。。  
    本本計計画画はは、、ここれれままででのの様様々々なな防防災災関関係係のの情情報報やや手手引引きき類類ををででききるる限限りりココンンパパククトトにに  
集集約約しし、、災災害害時時にに、、木木太太地地区区ココミミュュニニテティィでではは、、何何にに組組むむべべききかか  そそのの支支援援体体制制ははどど
ののよよううななももののかかななどどのの情情報報をを共共有有すするるももののでであありり、、今今後後、、新新たたなな防防災災情情報報のの公公表表ややそそ

のの対対応応策策をを検検討討ししたた場場合合はは、、随随時時改改正正すするるここととととししまますす。。  
  
２２地地域域のの特特性性のの把把握握  
（（１１）） 大大規規模模地地震震  

平平成成 2255 年年  33 月月にに香香川川県県かからら公公表表さされれたた、、  南南海海トトララフフにに起起因因すするる地地震震災災害害のの被被
害害想想定定のの  状状況況でですす。。香香川川県県はは、、千千年年にに一一度度  ままたたははももっっとと低低いい確確率率でで発発生生すするる最最大大
ククララススのの想想定定とと発発生生頻頻度度のの高高いい想想定定のの 22種種類類をを公公表表ししてていいまますす。。  

（（２２）） 大大雨雨にによよるる河河川川のの氾氾濫濫でで  浸浸水水すするるおおそそれれののああるる場場所所（（  洪洪水水浸浸水水想想定定区区域域））やや土土      

砂砂災災害害ののおおそそれれののああるる箇箇所所（（  土土砂砂災災害害  警警戒戒区区域域、、  土土砂砂災災害害特特別別警警戒戒区区域域））  及及
びび高高潮潮災災害害ののおおそそれれののああるる箇箇所所（（  高高潮潮浸浸水水想想定定区区域域））  等等ににつついいててはは、、  高高松松防防災災
ママッッププ、、  香香川川県県防防災災ナナビビ  及及びび  かかががわわ防防災災  wweebbポポーータタルル  等等をを用用いいてて確確認認ししまますす。。  

（（３３）） 木木太太町町のの地地域域特特性性  
        私私たたちちがが住住むむ、、木木太太地地区区はは、、北北はは瀬瀬戸戸内内海海にに面面しし、、南南はは林林町町とと接接しし、、東東はは春春日日

川川をを境境ににししてて春春日日町町とと接接しし、、西西はは松松島島町町、、上上福福岡岡町町、、松松縄縄町町、、伏伏石石町町とと接接すするる南南

部部にに細細長長いい形形状状でで、、面面積積５５．．８８２２㎢㎢ののエエリリアアにに、、約約 33万万 11,,000000人人余余りりがが生生活活ををしし
てていいまますす。。  
地地域域ににはは  、、春春日日川川、、詰詰田田川川のの  二二つつのの２２級級河河川川がが流流れれてて  いいまますすがが、、  いいずずれれもも  
天天井井川川とと言言わわれれ、、周周辺辺のの土土地地よよりりもも水水位位がが高高くくななっってていいまますす。。ままたた、、南南部部エエリリアア

ににはは、、大大池池（（貯貯水水量量約約３３６６万万 tt））、、亀亀池池（（約約３３千千 tt））ががあありりまますす。。  
        ままたた、、長長尾尾街街道道辺辺りりがが昔昔のの海海岸岸線線でで、、江江戸戸時時代代以以降降にに北北側側にに干干拓拓事事業業にによよりり出出
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来来たた土土地地でで、、そそのの名名残残にに、、夷夷、、高高須須、、新新開開、、洲洲端端等等、、海海辺辺ににちちななんんだだ土土地地のの

字字名名ががあありりまますす。。  
          ここののよよううななここととかからら、、比比較較的的、、災災害害がが少少なないいとと言言わわれれるる高高松松市市ににああっってて過過

去去にに多多くくのの災災害害にに見見舞舞わわれれてて来来ままししたた。。最最近近でではは、、平平成成１１６６年年のの台台風風１１６６号号

にに伴伴うう、、高高潮潮災災害害でで木木太太町町のの北北部部小小学学校校区区をを中中心心にに浸浸水水しし、、大大ききなな被被害害ががああ

っったたここととはは、、記記憶憶にに新新ししいいととこころろでですす。。  
          特特にに、、近近年年、、懸懸念念さされれてていいるる南南海海トトララフフ巨巨大大地地震震がが発発生生ししたた場場合合ににはは、、甚甚

大大なな被被害害をを被被るる恐恐れれががあありりまますす。。  
          ここののたためめ、、私私たたちちはは、、過過去去のの災災害害のの歴歴史史をを知知るるととととももにに、、今今後後、、発発生生がが想想

定定さされれるる南南海海トトララフフ巨巨大大地地震震にに対対ししてて、、少少ししででももそそのの被被害害をを少少ななくくすするるたためめ

のの方方策策をを、、考考ええるる必必要要ががあありりまますす。。  
  ここのの計計画画がが、、木木太太町町防防災災ママッッププとと共共にに、、そそのの一一助助ととななるるここととをを願願っってておおりりまますす。。

――資資料料１１  木木太太地地区区津津波波浸浸水水想想定定区区域域――  
（（木木太太町町防防災災ママッッププ２２００１１２２年年３３月月改改訂訂版版よよりり））  

                  ――資資料料２２  香香川川県県ににおおけけるる過過去去のの主主なな地地震震被被害害歴歴――  
  
３３災災害害情情報報のの入入手手方方法法  
    今今日日でではは情情報報入入手手ツツーールルがが多多様様化化しし、、いいろろいいろろなな手手段段でで災災害害情情報報をを入入手手すするるここととがが可可

能能でですす。。  
そそここでで、、重重要要ななののはは、、何何かか身身のの回回りりでで異異変変ががああっったた場場合合はは、、積積極極的的にに情情報報をを収収集集すするる  
習習慣慣をを身身ににつつけけるるここととでですす。。正正確確なな情情報報入入手手すするるここととでで、、以以後後のの適適切切なな対対応応ををととるるこことと

がが可可能能ににななりりまますす。。  
特特にに、、高高松松気気象象台台ののホホーームムペペーージジかからら、、大大雨雨  にによよるる災災害害発発生生のの  危危険険度度のの高高ままりりをを地地
図図上上でで確確認認ででききるる「「  危危険険度度分分布布」」（（  キキキキククルル））ののほほかか、、  雨雨雲雲  レレーーダダーーにによよるる現現在在のの
雨雨雲雲のの様様子子やや今今後後のの雨雨のの予予想想、、  気気象象にに関関すするる注注意意報報・・  警警報報のの発発表表状状況況等等をを確確認認すするるここ
ととががででききまますす。。  
＜＜  災災害害情情報報のの入入手手方方法法のの例例＞＞  
  ■■テテレレビビ、、ララジジオオ（（  緊緊急急  地地震震速速報報  有有りり））  
  ■■イインンタターーネネッットト（（  パパソソココンン、、  携携帯帯電電話話、、  ススママーートトフフォォンン等等））（（  緊緊急急  地地震震速速報報  

有有りり））  
■■香香川川県県防防災災アアププリリ「「香香川川県県防防災災ナナビビ」」  
■■防防災災行行政政無無線線（（  緊緊急急  地地震震速速報報  有有りり））  
■■香香川川県県  防防災災情情報報メメーールル（（  事事前前登登録録者者へへのの  メメーールル送送信信））  
■■  高高松松市市  公公式式  SSNNSS（（  フフェェイイススブブッックク、、  ツツイイッッタターー  等等））  
■■  高高松松地地方方気気象象台台  ホホーームムペペーージジ  
■■  香香川川  防防災災  wweebbポポーータタルル  
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                                    ――  資資料料３３  香香川川県県防防災災情情報報メメーールルのの登登録録方方法法――  
                          ――  資資料料４４  情情報報収収集集イイメメーージジ図図  ――        

気気象象情情報報  
大大雨雨やや台台風風、、高高潮潮、、暴暴風風ななどどのの情情報報でで、、今今後後、、状状況況がが悪悪化化すするる可可能能性性ががああるる場場合合はは、、

早早いい段段階階でで、、気気象象台台かからら香香川川県県気気象象情情報報ととししてて発発表表さされれまますす。。ここれれはは、、警警報報やや注注意意報報

にに先先立立ちち注注意意喚喚起起ををしし、、警警報報やや注注意意報報のの内内容容をを補補足足すするるここととをを目目的的ととししてていいまますす。。  
ささららにに、、状状況況がが悪悪化化すするるとと、、注注意意報報やや警警報報とと発発表表さされれるるほほかか、、山山間間部部でではは、、土土砂砂災災

害害警警報報情情報報がが発発表表さされれるる場場合合ががあありりまますす。。  
ままたた、、平平成成 2255年年 55月月のの気気象象業業務務法法のの一一部部改改正正にによよりり、、大大津津波波やや数数十十年年にに一一度度のの豪豪
雨雨ななどどがが予予想想さされれるる場場合合はは、、特特別別警警報報がが発発表表さされれるるここととととななりりままししたた。。  

    ＊＊南南海海トトララフフ地地震震臨臨時時情情報報（（巨巨大大地地震震注注意意））  
令令和和６６年年８８月月８８日日にに宮宮崎崎県県日日向向灘灘でで発発生生ししたたママググニニチチュューードド７７．．１１・・最最大大震震度度６６弱弱

のの地地震震がが発発生生しし、、南南海海トトララフフ地地震震のの想想定定震震源源域域でではは、、新新たたなな大大規規模模地地震震のの発発生生のの可可能能

性性がが平平常常時時にに比比べべてて相相対対的的にに高高ままっってていいるるととししてて、、南南海海トトララフフ地地震震臨臨時時情情報報（（巨巨大大地地

震震注注意意））がが発発表表さされれるるななどど、、南南海海トトララフフ巨巨大大地地震震のの発発生生確確率率はは高高ままっってていいまますす。。  
  

（（１１）） 河河川川のの水水位位  
市市内内のの香香東東川川やや新新川川、、  春春日日川川、、本本津津川川でではは、、  観観測測地地点点ごごととにに、、氾氾濫濫注注意意水水位位やや

避避難難判判断断ををすするる際際のの目目安安ととななるる避避難難判判断断水水位位がが定定めめらられれてていいまますす。。市市でではは、、そそのの水水位位

をを超超ええるる可可能能性性ががああるる状状況況でではは、、  河河川川沿沿岸岸ののパパトトロローールルをを強強化化しし、、  避避難難準準備備情情報報
（（  高高齢齢者者等等避避難難、、  避避難難指指示示））のの  発発令令ににああたたっってて  のの判判断断材材料料ととししてていいまますす。。    
＜＜  河河川川  のの  水水位位  情情報報のの  確確認認方方法法＞＞  
■■  ススママーートトシシテティィ  たたかかままつつ（（水水位位情情報報ののみみ））  
■■香香川川県県河河川川監監視視カカメメララ（（水水位位情情報報及及びびカカメメララ画画像像））  
■■  川川のの水水位位情情報報  
                                            

（（２２）） 市市のの災災害害対対策策本本部部かかららのの情情報報  
市市のの災災害害対対策策本本部部（（  水水防防本本部部をを含含むむ。。  以以下下、、「「市市のの本本部部」」とといいうう。。））はは、、  各各種種災災

害害情情報報にに基基づづきき総総合合的的にに判判断断ししたた上上でで、、必必要要にに応応じじてて、、高高齢齢者者等等避避難難、、  避避難難指指示示、、  緊緊
急急安安全全確確保保をを発発令令ししまますす。。ここれれららのの関関係係をを図図示示すするるとと別別紙紙ののよよううににななりりまますす。。  

                                  ――  資資料料５５  気気象象警警報報・・避避難難情情報報ののイイメメーージジ図図  ――  
  

４４高高齢齢者者等等避避難難がが発発令令さされれたたらら  
        市市のの本本部部でではは  、、今今後後、、気気象象状状況況がが悪悪化化しし、、避避難難指指示示をを発発令令すするる可可能能性性ががああるる場場合合
にに、、前前ももっってて避避難難準準備備をを発発令令すするる場場合合ががあありりまますす。。ここれれはは避避難難指指示示がが発発令令さされれててかからら

避避難難行行動動にに移移るるままででにに、、時時間間ががかかかかるるとと思思わわれれるる高高齢齢者者やや障障ががいい者者、、難難病病患患者者、、妊妊産産
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婦婦、、  乳乳幼幼児児等等（（以以下下、、「「  要要配配慮慮者者」」とといいうう。。））  をを対対象象にに、、  事事前前にに  発発令令すするるももののでで
すすがが、、急急をを要要すするる場場合合はは、、即即時時、、避避難難  指指示示をを発発令令すするる場場合合ももあありりまますす。。  

        避避難難情情報報ににつついいててはは、、  可可能能なな限限りり  早早めめにに発発令令すするるたためめ、、状状況況ががささほほどど悪悪化化せせずず
にに沈沈静静化化すするる場場合合ももあありりまますすがが、、住住民民のの皆皆ささんんはは、、発発令令内内容容及及びび気気象象情情報報等等ににつついいてて、、

逐逐次次確確認認ししててくくだだささいい。。市市はは、、避避難難情情報報のの発発令令にに合合わわせせてて、、各各地地域域のの指指定定避避難難場場所所（（  ココ
ミミュュニニテティィセセンンタターーやや小小・・中中学学校校等等））をを段段階階的的にに開開設設しし、、開開設設ししたた避避難難場場所所のの情情報報をを、、

「「３３  災災害害情情報報のの入入手手方方法法」」にに示示すす方方法法等等をを用用いいてて周周知知ししまますす。。  
      避避難難所所をを開開設設すするる際際ににはは、、市市のの本本部部かからら市市職職員員（（  災災害害時時指指定定職職員員））がが派派遣遣さされれまま
すすがが、、地地震震やや土土砂砂崩崩れれななどど突突発発的的にに発発生生すするる災災害害のの場場合合はは、、避避難難所所開開設設作作業業ののたためめのの

時時間間的的猶猶予予ががなないい場場合合ががあありりまますす。。そそのの際際ににはは、、地地域域住住民民がが中中心心ととななっってて開開設設作作業業をを

迅迅速速にに進進めめ、、避避難難者者をを受受けけ入入れれるる体体制制をを確確立立すするる必必要要ががあありりまますす。。  
ままたた、、例例ええばば、、避避難難情情報報がが「「  〇〇〇〇川川沿沿岸岸」」  をを対対象象にに  発発令令さされれたた場場合合ににはは、、対対象象
地地域域がが広広範範囲囲にに及及ぶぶここととかからら、、同同じじ沿沿岸岸部部ででもも「「川川がが越越水水ししたた際際にに被被害害ををここううむむるる可可

能能性性がが高高いい箇箇所所」」とと、、「「地地盤盤がが高高くく影影響響をを受受けけににくくいい箇箇所所」」ににつついいてて、、平平時時かからら地地域域

でで情情報報共共有有しし、、避避難難すするる必必要要がが高高いい箇箇所所ををああららかかじじめめ確確認認ししてておおくくここととがが重重要要でですす。。  
        高高齢齢者者等等避避難難がが発発令令さされれたたらら、、避避難難にに時時間間ののかかかかるる要要配配慮慮者者ととそそのの支支援援者者はは、、危危
険険なな場場所所かからら避避難難ししまますす。。避避難難ととはは、、「「難難」」をを「「  避避けけるる」」ここととでであありり、、危危険険なな場場所所かか
らら  安安全全なな場場所所（（  近近隣隣のの  一一時時避避難難所所やや  指指定定緊緊急急避避難難場場所所、、  安安全全なな場場所所にに住住んんででいい
るる親親戚戚・・  知知人人宅宅  等等））  にに移移動動すするる「「  水水平平避避難難」」、、  自自宅宅のの２２階階やや  近近隣隣のの建建物物のの上上階階
ななどどへへ  移移動動すするる「「垂垂直直避避難難  」」がが考考ええらられれまますす。。  地地域域のの  災災害害リリススククをを踏踏ままええ、、状状況況
にに応応じじててどどののよよううなな避避難難行行動動ををととるるかかににつついいてて、、日日頃頃かからら考考ええてておおくくここととがが重重要要でで

すす。。  
ままたた、、  速速ややかかにに避避難難をを開開始始ででききるるよようう、、平平時時かからら、、ハハザザーードドママッッププ等等をを確確認認すするる
ととととももにに、、非非常常用用  持持出出袋袋のの  準準備備をを行行いいまますす。。  ここのの中中ににはは、、懐懐中中電電灯灯ややララジジオオ、、  食食
料料、、  飲飲料料水水、、  ママススクク、、  手手指指  消消毒毒液液、、  体体温温計計、、  そそのの他他自自分分やや家家族族にに必必要要なな物物（（  常常
備備薬薬等等））ななどどをを用用意意しし、、持持ちち出出ししややすすいい場場所所へへ置置いいてておおききまますす。。  

        
５５避避難難指指示示がが発発令令さされれたたらら  
      高高齢齢者者等等避避難難のの段段階階よよりりもも状状況況がが悪悪化化ししてていいるる場場合合やや、、今今後後ささららにに悪悪化化すするる場場合合がが
想想定定さされれまますす。。避避難難指指示示がが発発令令さされれたたらら、、危危険険なな場場所所かからら全全員員避避難難ししまますす。。高高齢齢者者等等

避避難難がが発発令令さされれたた場場合合とと同同様様にに、、災災害害のの状状況況にに応応じじてて、、安安全全なな場場所所（（  近近隣隣のの  一一時時避避
難難所所やや  指指定定緊緊急急避避難難場場所所、、  安安全全なな場場所所にに住住んんででいいるる親親戚戚・・  知知人人宅宅等等））ヘヘ移移動動すするる
「「  水水平平避避難難」」やや、、自自宅宅のの２２階階やや近近隣隣のの建建物物のの上上階階ななどどへへ移移動動すするる「「垂垂直直避避難難」」をを行行
いいまますす  
  ここのの段段階階ににななるるとと、、市市のの本本部部かからら、、ああららゆゆるる手手段段をを使使っってて、、当当該該地地域域のの避避難難をを呼呼びび  

掛掛けけまますす。。地地域域ににおおいいててもも、、声声をを掛掛けけ合合っってて取取りり残残さされれてていいるる住住民民ががいいなないいかか確確認認しし
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まますす。。    

指指定定避避難難所所ななどどにに避避難難すするる場場合合はは、、非非常常用用持持出出袋袋をを持持っってていいききまますす。。  

避避難難のの際際、、すすででにに周周囲囲がが浸浸水水ししてていいたた場場合合はは、、ママンンホホーールルやや側側溝溝にに転転落落ししなないいよようう

十十分分注注意意すするる必必要要ががあありりまますす。。膝膝上上((地地面面かからら約約５５００ｃｃｍｍ程程度度))以以上上のの浸浸水水ががああるる場場合合

はは、、無無理理ををししてて避避難難所所にに行行かかずず、、自自宅宅やや近近くくのの建建物物のの２２階階以以上上にに緊緊急急的的にに避避難難ししまますす。。  

避避難難所所にに行行くくここととだだけけがが避避難難ででははあありりまませせんん。。  

ままたた、、冠冠水水ししたた道道路路をを自自動動車車でで避避難難すするるののはは大大変変危危険険でですす。。地地盤盤のの低低いいととこころろでで車車

がが止止ままりり、、脱脱出出ででききずず事事故故にに巻巻きき込込ままれれるるここととががあありりまますす。。  

地地震震のの場場合合はは、、ススママーートトフフォォンン、、防防災災行行政政無無線線ななどどかからら緊緊急急地地震震速速報報やや津津波波警警報報がが

自自動動的的にに放放送送さされれまますす。。ここのの場場合合はは、、テテレレビビ、、ララジジオオででよよりり詳詳ししいい情情報報がが入入手手ででききれれ

ばば確確認認しし、、ででききななけけれればば直直ちちにに避避難難行行動動ををととるるここととがが必必要要でですす。。沿沿岸岸部部ににいいるる場場合合はは、、

落落ちち着着いいてて海海岸岸かからら離離れれててくくだだささいい。。津津波波避避難難ビビルルをを活活用用すするるこことともも重重要要でですす。。移移動動

すするる場場合合はは、、自自動動車車のの使使用用ははででききるる限限りり避避けけててくくだだささいい。。渋渋滞滞にによよっってて逃逃げげ遅遅れれたたりり、、

停停電電でで信信号号機機がが停停止止すするるここととでで事事故故をを起起ここししたたりりすするるおおそそれれががあありりまますす。。  

  
６６緊緊急急安安全全確確保保がが発発令令さされれたたらら  

  すすででにに何何ららかかのの災災害害がが発発生生ししてていいるる又又はは切切迫迫ししてていいるる状状況況ににああるる場場合合にに発発令令さされれまま
すす。。ここのの場場合合はは、、すすででにに安安全全なな避避難難ががででききずず、、命命がが危危険険なな状状況況でですす。。命命をを守守るる最最善善のの

行行動動ををととっっててくくだだささいい。。ままたた、、災災害害がが発発生生・・切切迫迫ししてていいるる状状況況ににおおいいてて、、市市がが災災害害のの

状状況況をを確確実実にに把把握握すするるここととががででききるるととはは限限ららなないいこことと等等かからら、、緊緊急急安安全全確確保保はは必必ずず発発

令令さされれるる情情報報ででははあありりまませせんん。。危危険険なな場場所所ににいいるる人人はは、、避避難難指指示示ままででにに避避難難をを完完了了すす

るる必必要要ががあありりまますす。。  

  
７７どどここにに避避難難すするるかか  

  災災害害のの状状況況にによよりり、、自自宅宅のの２２階階ななどどにに避避難難すするる場場合合やや、、地地域域でで取取りり決決めめてていいるる一一時時

避避難難所所、、市市のの指指定定避避難難所所ななどどにに避避難難すするる場場合合ががあありりまますす。。  

地地震震のの場場合合ににはは、、沿沿岸岸部部のの地地域域でではは、、ででききるる限限りり、、沿沿岸岸部部かからら離離れれ水水平平方方向向にに避避難難

ししまますすがが、、避避難難すするる時時間間ののいいととままががなないい場場合合ななどどににはは、、津津波波避避難難ビビルルをを使使用用ししまますす。。

ここれれららのの位位置置ににつついいてて、、地地域域でで情情報報共共有有ししまますす。。  

ここののほほかかににもも、、平平時時にに申申しし合合わわせせてておおいいてて、、災災害害時時ににはは優優先先的的にに物物資資をを確確保保ででききるる

燃燃料料店店やや小小売売店店、、けけがが人人のの対対応応ののたためめのの病病院院やや診診療療所所、、救救助助のの支支援援がが必必要要とと思思わわれれるる

要要配配慮慮者者利利用用施施設設ななどどのの位位置置ににつついいててもも情情報報共共有有しし、、地地域域ぐぐるるみみでで応応急急対対策策にに当当たたれれ

るるよよううににししまますす。。  

ままたた、、避避難難はは徒徒歩歩をを原原則則ととししまますすがが、、細細いい道道がが密密集集ししてていいるる地地域域をを避避けけるる必必要要ががああ

っったたりり、、土土砂砂災災害害やや地地震震のの液液状状化化災災害害ななどどにによよりり、、想想定定ししてていいたた避避難難路路がが通通行行ででききなな

くくななっったたりりすするるこことともも考考ええらられれまますす。。複複数数のの避避難難路路がが必必要要ににななるるここととをを想想定定しし、、十十分分
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なな幅幅員員ががああるるこことと、、火火災災のの延延焼焼、、浸浸水水、、ががけけ崩崩れれ等等のの危危険険ががなないいこことと、、避避難難時時間間等等をを

考考慮慮ししてて、、事事前前にに検検討討ししてておおくく必必要要ががあありりまますす。。  

――資資料料 77  木木太太地地区区指指定定避避難難場場所所――    
――資資料料１１１１――②②  地地区区のの一一時時避避難難場場所所――    

                                      
８８災災害害がが発発生生すするる可可能能性性がが高高ままっったたらら  
((１１))  ままずず、、身身のの安安全全をを確確保保ししまますす。。落落ちちつついいてて行行動動ししまますす。。テテレレビビややララジジオオななどどでで情情

報報をを入入手手ししまますす。。地地震震のの場場合合はは、、身身のの回回りりにに火火のの気気ががああれればば、、ででききるる範範囲囲でで消消火火しし

まますす。。  

((２２))  家家族族のの安安否否をを確確認認ししまますす。。電電話話がが通通じじなないい場場合合はは、、災災害害用用伝伝言言ダダイイヤヤルルやや、、香香川川

県県防防災災ナナビビのの安安否否確確認認機機能能をを利利用用ししまますす。。                                  

  利利用用のの仕仕方方【【資資料料６６】】  

((３３))  自自宅宅避避難難ををすするるかか、、周周囲囲のの状状況況やや家家屋屋のの被被災災状状況況かからら避避難難所所にに移移動動すするる必必要要ががああ

るるかかをを判判断断ししまますす。。特特にに地地震震のの場場合合はは、、大大勢勢のの人人がが移移動動すするる可可能能性性ががあありりまますすかからら、、

ああわわててずずにに、、自自宅宅避避難難のの可可能能性性ににつついいてて検検討討ししまますす。。風風水水害害のの場場合合はは、、市市のの本本部部かか

ららのの情情報報やや消消防防団団、、自自主主防防災災組組織織ななどどのの呼呼びびかかけけをを確確認認ししまますす。。  

((４４))  近近隣隣のの声声かかけけををししまますす。。避避難難所所へへ行行くく途途中中でで、、近近隣隣のの住住人人にに自自分分がが持持っってていいるる情情

報報をを伝伝ええ、、避避難難すするる必必要要ががああるるここととをを声声かかけけししまますす。。そそのの際際、、けけがが人人ががいいるるここととをを

発発見見しし、、自自分分でではは救救出出ででききなないい場場合合はは、、避避難難所所にに到到着着次次第第、、消消防防団団やや自自主主防防災災組組織織

ななどど地地域域のの皆皆ささんんにに情情報報をを伝伝ええまますす。。  

  
９９避避難難所所ででのの活活動動  
避避難難所所のの開開設設はは、、ででききるる限限りり市市職職員員（（災災害害時時指指定定職職員員））がが参参集集ししてて実実施施ししまますす。。ししかか

ししななががらら、、地地震震災災害害ののよよううにに、、市市職職員員もも被被災災すするる可可能能性性ががああるる場場合合はは、、地地域域住住民民のの手手でで

開開設設しし、、予予めめ計計画画ししてていいるる作作業業をを迅迅速速にに実実施施すするる必必要要ががあありりまますす。。ままたた、、同同様様ののここととがが

地地域域のの皆皆ささんんににもも言言ええるるここととでであありり、、予予めめ定定めめたた役役割割分分担担ののととおおりり人人員員がが参参集集ででききなないい

場場合合はは、、避避難難所所にに集集ままっったた人人のの中中でで、、災災害害対対応応がが可可能能なな皆皆ささんんでで手手分分けけししてて計計画画をを実実施施

すするる必必要要ががあありりまますす。。  

初初動動期期のの避避難難所所活活動動はは、、ここののよよううなな理理由由かからら、、多多くくののここととをを計計画画ししててもも計計画画をを習習熟熟しし

てていいるる人人材材がが参参集集ででききなないい場場合合ににはは、、混混乱乱すするる可可能能性性ががああるるここととかからら、、作作業業メメニニュューーをを

単単純純化化すするるここととがが必必要要でですす。。  

((１１))  避避難難所所ととすするる建建物物のの安安全全確確認認  

小小・・中中学学校校やや高高校校のの体体育育館館はは耐耐震震化化工工事事をを完完了了ししてていいまますす。。ココミミュュニニテティィセセンンタターー

ににつついいててはは、、計計画画的的にに建建替替ええやや耐耐震震改改修修工工事事をを実実施施ししてていいまますす。。耐耐震震化化工工事事がが完完了了しし

てていいなないい避避難難所所ににつついいててはは、、建建物物内内にに入入るる前前にに、、大大ききなな被被害害をを受受けけてていいなないいかかをを確確認認

ししまますす。。  
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((２２))  ラライイフフラライインンのの確確認認  

建建物物内内にに入入っったたらら、、電電源源やや水水道道がが使使用用可可能能かか確確認認ししまますす。。電電源源ににつついいててはは、、地地震震災災

害害のの場場合合はは、、付付近近一一帯帯がが停停電電すするる可可能能性性ががあありりまますすののでで、、自自家家発発電電装装置置のの設設置置がが必必要要

ににななりりまますす。。市市のの本本部部かからら災災害害協協定定先先にに依依頼頼をを行行いいまますすがが、、広広域域的的にに停停電電ししたた場場合合はは、、

装装置置のの設設置置ままででににかかななりりのの時時間間がが必必要要ににななりりまますす。。ここのの場場合合、、地地域域内内でで応応急急的的にに自自家家

発発電電装装置置をを設設置置ででききるる関関係係先先とと平平時時にに申申しし合合わわせせすするるここととががででききれればば、、電電源源ににつついいてて

早早期期にに確確保保ででききまますす。。  

トトイイレレににつついいててはは、、使使用用ででききなないい場場合合はは、、備備蓄蓄用用のの簡簡易易トトイイレレをを使使用用ししまますす。。ここのの

場場合合、、場場所所のの確確保保ととトトイイレレッットトペペーーパパーーやや掃掃除除用用のの新新聞聞紙紙がが必必要要ににななりりまますす。。ままたた、、

衛衛生生対対策策ととししてて掃掃除除用用ののゴゴムム手手袋袋をを用用意意ししてておおくくとと便便利利でですす。。ゴゴムム手手袋袋はは、、炊炊きき出出しし

やや洗洗濯濯、、避避難難所所内内のの掃掃除除のの際際ににもも必必要要ににななりりまますす。。  

((３３))  建建物物内内にに避避難難開開始始  

建建物物内内にに、、避避難難をを開開始始ししたたらら、、混混乱乱ししなないいよよううににままずず座座りり落落ちち着着くくここととがが大大切切でですす。。

ここのの際際にに、、体体育育館館にに備備ええてていいるる床床にに敷敷くくママッットトややイイススがが使使用用ででききれればば、、手手分分けけししてて用用

意意ししまますす。。ララジジオオをを持持っってて避避難難ししてていいるる人人ががいいたたらら、、情情報報ををみみんんななでで共共有有ししまますす。。自自

分分のの靴靴がが分分かかららななくくななららなないいよようう、、靴靴箱箱ななどどにに整整理理ししまますす。。靴靴ににつついいててはは、、落落ちち着着いい

ててかからら、、靴靴用用のの名名札札をを作作成成ししたたりり、、ダダンンボボーールル箱箱でで簡簡易易なな靴靴箱箱をを作作成成ししまますす。。  

((４４))  備備蓄蓄物物資資のの確確認認  

ココミミュュニニテティィセセンンタターーやや小小学学校校ななどどにに保保管管ししてていいるる備備蓄蓄物物資資をを確確認認ししまますす。。発発災災当当

日日はは、、備備蓄蓄物物資資以以外外にに食食料料やや水水ななどどがが入入手手ででききなないい場場合合もも想想定定さされれまますす。。  

                                                        ――資資料料８８  ココミミュュニニテティィセセンンタターー備備蓄蓄品品――  

                            ――資資料料９９  木木太太地地区区指指定定避避難難所所備備蓄蓄品品――  

                            ――資資料料１１００  各各地地区区防防災災庫庫備備蓄蓄品品――      

((５５))  要要配配慮慮者者のの避避難難状状況況のの確確認認  

地地域域のの一一人人暮暮ららししのの高高齢齢者者やや体体がが不不自自由由なな方方ななどどのの安安否否のの確確認認をを行行いいまますす。。避避難難所所

でで確確認認ででききなないい場場合合はは、、班班をを組組んんでで、、ででききるる範範囲囲でで自自宅宅ななどどにに声声かかけけをを行行いいまますす。。集集

合合時時間間をを予予めめ決決めめてておおきき、、ココミミセセンンやや小小学学校校ななどどでで確確認認作作業業のの結結果果ににつついいてて、、情情報報のの

収収集集をを行行いいまますす。。避避難難行行動動要要支支援援者者名名簿簿をを活活用用すするるこことともも重重要要でですす。。  

ままたた、、個個別別避避難難計計画画とと連連携携ししてて、、円円滑滑なな避避難難支支援援ががででききるるよようう、、地地区区内内ででのの役役割割分分

担担やや支支援援内内容容をを事事前前にに整整理理ししてておおききまますす。。  

  

((６６))  避避難難者者名名簿簿のの作作成成  

ココミミュュニニテティィセセンンタターーななどどかからら紙紙とと筆筆記記用用具具をを調調達達しし、、避避難難所所ごごととのの避避難難者者名名簿簿をを

世世帯帯ごごととにに作作成成ししまますす。。地地震震災災害害のの場場合合はは、、随随時時避避難難者者のの出出入入りりががああるるたためめ、、毎毎日日のの

異異動動をを確確認認ししまますす。。ここのの名名簿簿はは、、ココミミュュニニテティィセセンンタターーをを通通じじてて市市のの本本部部にに集集約約しし、、

ホホーームムペペーージジななどどでで公公表表ししまますす。。集集約約すするる方方法法はは、、電電子子メメーールルをを使使用用ししまますすがが、、使使用用
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ででききなないい場場合合はは、、市市のの本本部部がが収収集集作作業業をを行行いいまますす。。  

避避難難者者名名簿簿のの作作成成ににおおいいててのの注注意意点点はは、、家家族族やや親親戚戚ななどどがが探探ししてていいるる場場合合ががああるるここ

ととかからら、、可可能能なな限限りり携携帯帯番番号号をを記記載載しし、、避避難難所所ににいいなないい場場合合ででもも、、連連絡絡ががつつくく状状態態にに

すするるここととでですす。。  

ままたた、、ホホーームムペペーージジななどどでで公公表表すするるののはは、、基基本本的的にに氏氏名名・・性性別別でですすがが、、そそれれ自自体体もも

公公表表ししたたくくなないい方方ににつついいててはは、、事事故故がが起起ここららなないいよようう公公表表リリスストトにに掲掲載載ししなないいよよううにに

ししまますす。。  

  

((７７))  市市のの本本部部ととのの連連絡絡  

災災害害時時ににはは、、消消防防やや警警察察ななどど各各関関係係機機関関にに連連絡絡ししまますす。。電電話話設設備備のの被被災災やや、、通通信信規規

制制のの実実施施ななどどもも想想定定さされれまますす。。ここのの場場合合、、消消防防団団をを通通じじてて消消防防局局とと連連絡絡をを取取りり、、総総合合

セセンンタターー、、支支所所、、出出張張所所にに設設置置ししてていいるる無無線線機機をを使使用用ししてて、、市市のの本本部部とと連連絡絡すするる手手段段

ががあありりまますす。。  

ままたた、、公公衆衆電電話話はは、、一一般般電電話話よよりりもも災災害害時時ににつつななががりりややすすいい特特性性ががあありりまますすののでで、、

地地域域内内のの公公衆衆電電話話のの場場所所ににつついいてて確確認認ををししてておおくくここととがが必必要要でですす。。  

                                  ――資資料料１１１１――①①  公公衆衆電電話話のの設設置置場場所所      

  

((８８))  避避難難生生活活がが長長期期にに及及ぶぶ場場合合のの調調理理  

災災害害支支援援物物資資がが四四国国外外かからら順順調調にに輸輸送送さされれ始始めめるるままででににはは、、22日日かからら 33日日かかかかるるとと

いいわわれれてていいまますす。。ここのの間間はは、、市市やや県県のの備備蓄蓄物物資資にに加加ええ、、地地域域ででもも炊炊きき出出ししななどどのの活活動動

がが必必要要ににななるる場場合合ががあありりまますす。。ここののたためめ、、平平時時かからら、、災災害害時時にに利利用用ででききるる大大型型のの鍋鍋やや

ココンンロロ、、ガガスス器器具具、、調調理理場場ななどどをを想想定定ししてておおくく必必要要ががあありりまますす。。発発災災直直後後はは、、ココミミュュ

ニニテティィセセンンタターーやや自自治治会会のの集集会会場場ななどどがが想想定定さされれ、、更更にに長長期期化化しし、、大大規規模模なな給給食食体体制制

がが必必要要なな場場合合はは、、東東日日本本大大震震災災でではは、、学学校校のの給給食食場場ななどどもも使使用用さされれままししたた。。  

  

((９９))  地地域域内内にに物物資資のの集集配配拠拠点点  

物物資資ななどどのの集集配配拠拠点点をを予予めめ決決めめてておおききまますす。。市市のの本本部部ででもも、、大大ききななエエリリアアごごととにに拠拠

点点をを決決定定ししまますすがが、、地地域域内内のの小小規規模模なな避避難難所所へへのの対対応応ののたためめににはは、、地地域域ココミミュュニニテティィ

のの集集配配拠拠点点をを定定めめ、、そそここかからら、、地地域域内内のの他他のの避避難難所所やや状状況況にに応応じじてて在在宅宅のの避避難難者者ににもも

配配送送すするる必必要要ががあありりまますす。。地地域域でで配配送送作作業業にに協協力力をを得得らられれるる人人材材やや会会社社ななどどとと予予めめ協協

議議ししてておおききまますす。。  

  

((１１００))  地地域域外外かかららももボボラランンテティィアアがが参参加加  

復復旧旧・・復復興興活活動動がが活活発発ににななりりだだすすとと、、全全国国かかららボボラランンテティィアアがが参参加加ししててききまますす。。各各

地地域域ででもも、、委委ねねるる作作業業はは積積極極的的にに委委ねねてて、、地地域域のの住住民民がが休休養養すするるこことともも大大切切でですす。。毎毎

日日ののボボラランンテティィアアのの仕仕事事のの仕仕分分けけ作作業業自自体体もも、、ボボラランンテティィアアのの協協力力をを得得るるよよううににすするる
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べべききでですす。。  

  

((１１１１))  感感染染症症対対策策ににつついいてて  

      香香川川県県のの「「避避難難所所ににおおけけるる新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対策策指指針針」」やや高高松松市市のの「「避避難難

所所運運営営ママニニュュアアルル作作成成のの手手引引（（新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対策策編編））」」ななどどをを参参考考にに、、

感感染染症症対対策策にに留留意意ししてて避避難難所所のの運運営営にに当当たたりりまますす。。  
  
１１００東東日日本本大大震震災災かからら学学ぶぶこことと  

◼ 発発災災直直後後のの避避難難所所でではは、、種種々々のの作作業業のの必必要要性性にに気気付付いいたた人人ががどどんんどどんん積積極極的的にに周周

りりのの人人にに声声ををかかけけるるここととがが大大切切。。みみんんなな素素人人だだけけれれどどももみみんんなながが主主役役でですす。。  

◼ 発発災災直直後後はは、、自自宅宅ででもも避避難難所所ににおおいいててもも、、みみんんなながが機機転転をを利利かかししてて、、避避難難生生活活にに

必必要要なな物物はは、、そそのの場場ににああるるももののでで工工夫夫ししてて応応急急的的にに対対応応ししまますす。。例例ええばば、、ダダンンボボ

ーールルのの空空きき箱箱をを利利用用ししたた靴靴箱箱やや紙紙おおむむつつをを分分解解ししてて濡濡れれたた靴靴にに入入れれ体体温温のの低低下下

をを防防ぐぐななどど。。  

◼ 最最初初はは、、車車のの中中ややトトイイレレでで着着替替ええてていいたた事事例例ももああっったたここととかからら、、女女性性用用のの更更衣衣室室

がが必必要要ににななりりまますす。。  

◼ 避避難難所所のの食食事事のの用用意意はは、、当当初初女女性性ばばかかりりがが行行っってていいままししたたがが、、男男性性がが参参加加すするるここ

ととでで配配膳膳方方法法やや順順番番ななどどののいいろろいいろろなな問問題題がが解解決決ででききままししたた。。  

◼ 長長期期のの避避難難所所生生活活のの場場合合はは、、ププラライイババシシーーをを確確保保すするるたためめのの仕仕切切りりななどどがが必必要要にに

ななりりままししたた。。  

◼ 避避難難所所ににおおいいててもも班班編編成成ななどどののココミミュュニニテティィ組組織織作作りりがが必必要要でであありり、、そそここかからら一一

定定ののルルーールル作作りりがが始始ままりり、、男男性性もも女女性性もも作作業業のの役役割割分分担担がが見見ええててききままししたた。。  

◼ 長長期期のの避避難難所所生生活活のの場場合合はは、、屋屋外外トトイイレレ周周辺辺等等のの夜夜間間照照明明ななどど防防犯犯体体制制のの整整備備をを

検検討討すするる必必要要ががあありりまますす。。  

◼ 長長期期のの避避難難所所生生活活のの場場合合はは、、ででききるるだだけけ早早いい段段階階でで、、避避難難所所のの名名簿簿をを確確立立しし、、不不

審審者者のの侵侵入入をを防防止止しし、、ままたた、、役役割割分分担担ししてて夜夜間間のの見見回回りりななどどがが必必要要ににななりりまますす。。  

◼ 避避難難所所でではは、、女女性性やや子子どどももににででききるる限限りり声声かかけけをを行行いい、、悩悩みみややスストトレレススをを早早いい段段

階階でで解解消消ででききるるよよううににししまますす。。  

◼ 避避難難所所でではは、、貴貴重重品品はは、、身身ににつつけけてておおくくここととがが大大切切でですす。。  

◼ 避避難難者者名名簿簿はは、、家家族族単単位位でで作作成成ししまますす。。いいろろいいろろなな情情報報伝伝達達やや仮仮設設住住宅宅のの抽抽選選なな

どどにに役役立立ちちまますす。。  

◼ 避避難難所所でではは、、多多くくのの人人がが出出入入りりすするるたためめ、、手手洗洗いいややううががいいがが重重要要ににななりりまますす。。特特

にに冬冬のの時時期期はは、、風風邪邪やや感感染染症症ななどどのの防防止止ののたためめににもも重重要要でですす。。  
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１１１１地地域域ででのの防防災災活活動動ののポポイインントト  
    平平時時のの活活動動とと災災害害時時のの活活動動  
項項目目  平平時時のの活活動動  災災害害時時のの活活動動  
消消火火活活動動  消消火火訓訓練練  

火火災災予予防防啓啓発発  
初初期期消消火火  
火火災災のの警警戒戒  

救救出出  ・・救救助助活活動動  資資機機材材のの整整備備、、  救救助助技技術術のの習習
得得、、  救救出出・・  救救助助訓訓練練  

可可能能なな範範囲囲ででのの  救救出出・・  救救助助
活活動動    防防災災機機関関へへのの協協力力  

情情報報収収集集・・  伝伝達達活活動動  防防災災知知識識のの普普及及  
情情報報収収集集伝伝達達訓訓練練  

情情報報収収集集伝伝達達、、  防防災災機機関関へへのの
協協力力  

避避難難誘誘導導活活動動  一一時時避避難難場場所所  
指指定定避避難難所所のの情情報報共共有有  

率率先先避避難難  
避避難難活活動動のの支支援援  

避避難難体体制制のの確確立立  非非常常用用持持出出品品のの啓啓発発  
避避難難訓訓練練  

備備蓄蓄物物資資やや支支援援物物資資のの仕仕分分

けけ、、  炊炊きき出出しし活活動動  
衛衛生生活活動動  衛衛生生知知識識のの啓啓発発  

災災害害時時用用  簡簡易易トトイイレレのの用用意意  
応応急急救救護護のの実実施施  
風風呂呂屋屋・・トトイイレレのの  調調整整活活動動  

災災害害時時要要援援護護者者対対策策  地地域域のの登登録録のの状状況況把把握握  
対対策策のの検検討討  

避避難難のの呼呼びび掛掛けけ、、支支援援、、誘誘導導  

避避難難所所のの治治安安対対策策  警警察察やや消消防防団団ななどどとともも連連携携

しし、、  見見回回りりのの検検討討  
防防犯犯対対策策のの実実施施  

女女性性のの  積積極極的的なな参参画画  避避難難所所ででのの食食事事やや清清掃掃ななどど  
生生活活ルルーールル作作りりのの検検討討  

更更衣衣室室やや授授乳乳所所、、トトイイレレ問問題題  
ななどどにに女女性性がが参参加加ししてて調調整整  

  
１１２２地地域域ココミミュュニニテティィのの情情報報共共有有事事項項  

災災害害にに備備ええ、、地地域域ココミミュュニニテティィ内内ででのの生生活活必必需需品品のの調調達達方方法法をを確確認認すするるここととがが重重要要

でですす。。停停電電ややガガススのの供供給給がが停停止止ししたた時時、、大大雨雨やや大大雪雪でで遠遠方方にに買買出出ししにに行行けけなないい時時ななどど

にに、、どどここのの店店舗舗でで LLPP ガガススやや物物資資ななどどをを調調達達ででききるるかかをを情情報報共共有有ししまますす。。場場合合にによよっっ

ててはは、、店店休休日日やや夜夜間間にに近近隣隣だだけけででもも対対応応ががででききるる仕仕組組みみをを店店舗舗側側とと申申しし合合わわせせででききれれ

ばば、、地地域域ココミミュュニニテティィのの安安全全策策ととななりりまますす。。平平時時のの防防災災訓訓練練ななどどででもも確確認認ししまますす。。  

ままたた、、消消防防屯屯所所やや駐駐在在所所、、病病院院ななどど地地域域のの拠拠点点やや避避難難所所へへのの主主なな道道路路、、災災害害時時ににはは

通通行行すするるここととがが危危険険なな箇箇所所ななどどをを、、地地域域ののママッッププにに掲掲載載ししてて情情報報共共有有すするるここととがが重重要要

でですす。。  

                                          ――  資資料料１１１１  木木太太地地区区のの防防災災資資源源――  
①① 公公衆衆電電話話のの設設置置場場所所  ②②  各各地地区区のの一一時時避避難難場場所所  ③③  AAEEDDのの設設置置場場所所  

          ④④病病院院医医院院  ⑤⑤動動物物病病院院  ⑥⑥  接接骨骨院院  ⑦⑦  薬薬局局  ⑧⑧  福福祉祉施施設設    
          ⑨⑨  ススーーパパーーママーーケケッットト  ⑩⑩ココンンビビニニエエンンスススストトアア  ⑪⑪  ガガソソリリンンススタタンンドド  
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⑫⑫  電電気気店店  ⑬⑬自自動動車車関関係係  ⑭⑭そそのの他他のの施施設設  ⑮⑮応応急急給給水水拠拠所所    
⑯⑯耐耐震震性性貯貯水水槽槽  

                                              

１１３３地地域域ココミミュュニニテティィ間間のの連連携携  
大大規規模模災災害害時時ににはは、、一一つつのの地地域域ココミミュュニニテティィ内内でではは避避難難体体制制がが充充足足さされれなないい場場合合がが

あありりまますす。。例例ええばば、、津津波波被被害害やや土土砂砂災災害害、、たためめ池池のの決決壊壊災災害害ななどどがが発発生生ししたた場場合合ににはは、、

そそのの地地域域のの避避難難所所がが使使用用ででききなないい場場合合ががあありり、、近近隣隣のの地地域域ココミミュュニニテティィとと連連携携ししてて避避

難難者者をを受受けけ入入れれるる必必要要ががあありりまますす。。ここののたためめ、、市市でではは、、避避難難所所のの受受入入状状況況のの情情報報発発信信

をを行行いい、、避避難難者者をを誘誘導導ししまますすがが、、地地域域ででもも、、平平時時かからら近近隣隣のの地地域域ココミミュュニニテティィのの避避難難

所所のの場場所所をを確確認認しし、、地地域域ココミミュュニニテティィ間間でで協協力力しし合合うう体体制制をを築築くくここととがが重重要要でですす。。  

  

１１４４防防災災組組織織  

木木太太地地区区自自主主防防災災連連合合会会のの活活動動状状況況ににつついいてて  

木木太太町町でではは、、平平成成１１５５年年にに１１３３地地区区にに自自主主防防災災組組織織がが結結成成さされれ、、そそれれにに伴伴っってて連連合合

組組織織ととししてて、、木木太太地地区区自自主主防防災災連連合合会会がが設設立立さされれままししたた。。  

以以後後、、地地区区住住民民をを対対象象にに、、毎毎年年春春ににはは、、小小学学校校をを会会場場ととししてて地地区区防防災災訓訓練練をを実実施施しし

緊緊急急時時のの対対応応等等ににつついいててのの実実地地訓訓練練をを行行っってていいまますす。。  

秋秋ににはは、、地地区区ココミミュュニニテティィセセンンタターー等等をを会会場場にに防防災災講講演演会会等等をを開開催催しし、、座座学学にによよるる

防防災災知知識識のの習習得得にに努努めめるる等等、、地地区区住住民民のの防防災災意意識識のの向向上上にに努努めめてていいまますす。。  

ままたた、、県県・・市市等等のの助助成成をを得得てて、、防防災災備備品品をを各各ココミミュュニニテティィセセンンタターーをを始始めめ、、地地区区のの

防防災災倉倉庫庫をを配配備備しし、、自自主主防防災災組組織織のの防防災災力力向向上上にに努努めめてていいまますす。。  

ままたた、、地地域域継継続続計計画画のの作作成成とと木木太太町町防防災災ママッッププのの改改訂訂計計画画がが議議論論さされれ、、先先ずず、、令令和和

３３年年にに防防災災ママッッププのの改改訂訂版版をを発発行行しし、、令令和和 66年年度度ににおおいいてて、、ここのの地地域域継継続続計計画画のの作作成成

にに当当たたっってていいまますす。。  

                                          

１１５５防防災災メメモモ  
（（１１）） 局局地地的的大大雨雨のの兆兆候候現現象象  

■■真真っっ黒黒いい雨雨がが近近づづきき、、周周囲囲がが急急にに暗暗くくななるる。。  
■■雷雷鳴鳴がが聞聞ここええたたりり、、雷雷光光がが見見ええたたりりすするる。。  
■■ひひややっっととししたた、、冷冷たたいい風風がが吹吹ききだだすす。。  
■■大大粒粒のの雨雨やや、、雹雹((ひひょょうう))  がが  降降りりだだすす。。  
  

（（２２）） 災災害害時時のの家家庭庭内内のの対対応応  
■■地地震震のの時時ににはは、、使使用用中中のの電電気気器器具具ののススイイッッチチをを必必ずず切切りりまますす。。  強強いい地地震震動動のの最最
中中はは困困難難ななたためめ、、ままずず身身のの安安全全をを確確保保ししててかからら、、次次にに、、火火のの始始末末、、電電気気器器具具ののスス

イイッッチチをを切切りり、、ププララググをを抜抜ききまますす。。  
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        ■■地地震震、、火火災災ななどどのの際際ににははエエレレベベーータターーにに乗乗ららなないいここととがが大大切切でですす。。  
        ■■避避難難すするるととききははブブレレーーカカーーをを切切りりまますす。。家家のの外外へへ避避難難すするるととききはは停停電電ししてていいてて

もも、、電電気気がが通通電電さされれたた際際のの事事故故をを防防ぐぐたためめ、、分分電電盤盤ののブブレレーーカカーーをを切切りりまますす。。  
  
（（３３）） 都都市市ガガスス、、ＬＬＰＰガガススへへのの対対応応  

■■強強いい揺揺れれをを感感知知ししたた場場合合はは,,ママイイココンンメメーータターーがが反反応応ししてて,,自自動動的的ににガガススのの供供給給をを  
停停止止ししまますす。。ここののたためめ、、揺揺れれてていいるる最最中中にに無無理理ににガガススココンンロロをを消消そそううととすするる必必要要

ははあありりまませせんん。。復復旧旧すするる場場合合はは、、ママイイココンンメメーータターーのの説説明明書書にに従従いい  復復帰帰ボボタタンン
（（リリセセッットトボボタタンン））をを押押ししまますすがが、、ガガスス漏漏れれななどどをを起起ここししてていいるる場場合合はは、、ママイイココ

ンンメメーータターーがが反反応応ししなないいたためめ使使用用をを中中止止ししまますす。。  
  

（（４４）） 各各家家庭庭ででのの防防災災  
①① 家家のの耐耐震震化化、、家家具具のの転転倒倒防防止止対対策策  
■■耐耐震震化化基基準準のの建建築築物物やや耐耐震震化化補補強強ししたた建建物物はは、、揺揺れれにに対対すするる全全壊壊率率ががかかななりり下下がが

りりまますす。。ここののたためめ市市のの耐耐震震化化補補助助制制度度ななどどをを活活用用ししてて、、自自宅宅でで被被災災ししたた場場合合のの身身

のの安安全全をを守守るる対対策策をを進進めめまますす。。  
              地地震震のの被被害害ととししてて、、家家具具のの下下敷敷ききやや割割れれたた窓窓ガガララススのの破破片片にによよりり、、怪怪我我やや亡亡くくななるる

ケケーーススがが多多くく報報告告さされれてていいまますす。。家家屋屋のの耐耐震震化化ととととももにに、、家家具具のの転転倒倒防防止止対対策策もも必必

要要でですす。。  
              ■■避避難難通通路路やや出出入入りり口口周周辺辺にに、、転転倒倒ししてて避避難難にに障障害害ににななるる家家具具をを置置かかなないいよよううににしし

ままししょょうう。。  
■■ベベッッドドのの周周辺辺ににはは、、ででききるるだだけけ低低いい家家具具をを使使用用ししまますす。。    
■■窓窓際際ににはは、、  揺揺れれでで飛飛びび出出すす恐恐れれががああるるたためめ、、  キキャャススタターーがが付付いいてていいるる家家具具をを置置
かかなないいよよううににししまますす。。  

■■家家具具のの転転倒倒防防止止対対策策ととししててはは、、  ⅬⅬ型型金金具具ななどどでで壁壁にに直直接接固固定定すするる方方法法がが、、最最もも
効効果果的的でですす。。そそのの際際、、  壁壁のの下下地地柱柱やや間間柱柱ななどどをを確確認認ししてて固固定定ししまますす。。          

■■壁壁やや柱柱にに直直接接ネネジジ止止めめででききなないい場場合合はは、、天天井井ととのの間間ににポポーールル式式  器器具具にによよりり、、固固
定定ししまますす。。ここのの場場合合もも、、天天井井にに充充分分なな強強度度ががああるるここととをを確確認認ししまますす。。  
■■ガガララススがが破破損損ししたた際際にに、、飛飛散散ししなないいよようう飛飛散散防防止止フフィィルルムムをを貼貼りりまますす。。  

      ■■器器具具のの取取りり付付けけ作作業業がが、、一一人人ででででききなないい場場合合はは、、自自主主防防災災組組織織ななどどのの地地域域ボボ  
ラランンテティィアアでで支支援援ででききるる仕仕組組みみをを検検討討ししまますす。。  
                                            ――資資料料１１２２  家家具具のの転転倒倒防防止止――  

②② 家家庭庭ででのの備備蓄蓄  
■■家家族族がが、、  33日日間間生生活活ででききるるたためめのの食食糧糧やや水水をを確確保保ししまますす。。  
■■トトイイレレ用用にに風風呂呂のの残残りりもも活活用用ししまますす。。ララジジオオやや懐懐中中電電灯灯、、キキャャンンププ用用ののガガススココンン

ロロ、、子子供供ががスストトレレススをを溜溜めめなないいたためめののおお菓菓子子ななどどもも必必要要ににななりりまますす。。平平成成 2255 年年
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55 月月 2288 日日にに内内閣閣府府のの中中央央防防災災会会議議作作業業部部会会がが発発表表ししたた対対策策ととししててはは、、よよりり甚甚大大
なな被被害害にに備備ええるるたためめにに、、ここれれままででのの家家族族分分のの備備蓄蓄量量をを一一週週間間分分にに拡拡大大すすべべききととしし

てていいまますす。。    
■■下下水水がが、、使使用用ででききななくくななっったた時時ののたためめにに、、簡簡易易トトイイレレもも備備蓄蓄ししまますす。。  

      ■■  持持病病ややかかかかりりつつけけのの医医療療機機関関ななどどのの情情報報をを入入れれたた、、「「たたかかままつつ安安全全キキッットト」」をを冷冷
蔵蔵庫庫にに保保管管しし避避難難所所にに移移動動すするる場場合合はは持持参参ししまますす。。  

■■非非常常持持ちち出出しし袋袋  
      自自宅宅がが被被災災ししたた時時はは、、安安全全なな場場所所にに避避難難しし避避難難生生活活をを送送るるここととににななりりまますす。。  

非非常常時時にに持持ちち出出すすべべききももののをを、、ああららかかじじめめ  袋袋（（  リリュュッッククササッックク等等  ））  にに詰詰めめてて  
おおきき、、いいつつででもも、、すすぐぐにに持持ちち出出せせるるよよううににししてておおききままししょょうう。。  
非非常常用用持持出出袋袋のの内内容容例例（（人人数数分分用用意意ししままししょょうう））  

――資資料料１１３３  家家庭庭ででのの備備蓄蓄品品おおよよびび非非常常時時のの持持ちち出出しし品品のの参参考考例例――  
  

（（５５）） ママイイ・・タタイイムムラライインンのの作作成成  
        ママイイ・・タタイイムムラライインンととはは、、  住住民民一一人人ひひととりりののタタイイムムラライインン（（  防防災災行行動動計計画画  ））

でであありり、、台台風風等等のの接接近近にによよるる大大雨雨にによよっってて河河川川のの水水位位がが上上昇昇すするるととききにに、、自自分分自自身身

がが取取るる標標準準的的なな防防災災行行動動をを時時系系列列的的にに整整理理しし、、命命をを守守るる避避難難行行動動ののたためめのの一一助助ととすす

るるももののでですす。。    
そそのの検検討討過過程程でではは、、木木太太町町防防災災ママッッププななどどをを参参考考ににししてて、、ささままざざままなな洪洪水水リリススクク

をを知知りり、、どどののよよううなな難難行行動動がが必必要要かか、、ままたた、、どどうういいううタタイイミミンンググでで避避難難すするるここととがが

良良いいののかかをを、、日日常常的的にに家家族族ととととももにに考考ええ、、おお互互いいにに情情報報共共有有ししままししょょうう。。  
                                ――資資料料１１４４  ママイイ・・タタイイムムラライインンシシーートト  ――  
                                                                    

（（６６）） 避避難難行行動動要要支支援援者者へへのの対対応応  
大大規規模模災災害害発発生生時時ににはは、、誰誰一一人人逃逃げげ遅遅れれるるここととががなないいよようう、、隣隣近近所所でで声声をを掛掛けけ合合

いい、、よよりり安安全全なな場場所所にに避避難難すするるここととがが重重要要でですす。。そそここでで、、常常日日頃頃かからら近近隣隣住住民民どどうう

ししののココミミュュニニケケーーシショョンン密密ににしし、、いいざざとといいうう時時ににおお互互いいにに声声をを掛掛けけ合合いい、、一一緒緒にに避避

難難ででききるる体体制制づづくくりりをを話話しし合合っってておおききままししょょうう。。  
  
  
  
 

13






